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朝ジェームズ一世の治世が始まって 10 年になった時点で，つまり，およそ 80 ～ 90 年後の視点












ねることで始まる．それは 1520 年 6 月 7 日から 24 日にかけてフランスのカレー近郊アンドレン
の谷間で行われた英王ヘンリー八世と仏王フランソワ一世の間の盟約の披露宴であり，音楽の宴
やレスリングや馬上槍試合など大饗宴が連日繰り返され，会場に設営された金糸銀糸をふんだん









































ス・グレイ，他に 10 人の伯爵，29 人の男爵が存在していた（4）．なお，このころノーフォーク公
は存在せず，劇中のノーフォーク公トマス・ハワードは年齢からみて同名の三代目と思われる
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　ところで，この "conscience" という語はテクスト中全部で 22 回使用されている．その内 4 回
（2. 1. 50, 3. 1. 30, 5. 3. 34, 5. 3. 39）は "O' my conscience" といったような単に強調の意味を表す
常套的な言い回しの一部である．さらに 5 回（3. 2. 327, 3. 2. 380, 3. 2. 397, 5. 1. 24, 5. 2. 74）は
「公正な判断をする正しい心」としての「良心」を指す．もう 1 回（5. 2. 101）は「悪事をとが
める良心」を表すが，この場合は，この「良心」を持ちあわせない人物に対する軽蔑が込められ
て使われている．そして別の 1 回（2. 3. 32）は，「やわらかいしなやかなこころ」（"soft 
cheveril conscience"）として，本来の淑徳が打算で柔軟化するという皮肉を示唆する．そして 9





覆されることになる．結局これらはみな，もともと ｢ 良心にかけて ｣ が転じた常套句も含めて，
善なる正しき心の問題に関わったことばである．しかし，残りの 2 回（2. 2. 16（の後半）, 4. 1. 
47）は「アンの魅力にひかれる王の心」の意味であり，王が必ずしも 20 数年前のタブーに触れ
る良心のうずきにずっと苦悩するのではなく，むしろ世継ぎをもうける可能性を秘めた女の新鮮
























































































































　ウルジーの失脚，すなわち，モアが大法官に就任したのは，1529 年であり，その 5 年後の
1534 年にはイングランド宗教改革の完成を記する国王至上法（首長令＝ Act of Supremacy）に




































































いては，原文で見ると，例えば 45 行目の 'gamester'（「冗談をいう人」と「卑猥な人」という二












































































































































































































（ 1 ）　cf. Introduction to The New Cambridge Shakespeare King Henry VIII edited by John 
Margeson, Cambridge University Press, 1990, pp. 4-14,
（２）　『概説イギリス史』，青山吉信編，有斐閣選書，1982 年，83-84 頁参照．










Peter Saccio, Shakespeare's English Kings, Oxford University press, 1977, p. 217
（７）　cf. the footnotes to 1. 1. 221 and 1. 2. 147 in The New Cambridge Shakespeare King Henry VIII 
op. cit.
（８）　ホリンシェッドによると，秘書官のサー・ギルバート・パークも司祭とされている．
　　  cf. the footnote to 1. 1. 219 in ibid.
（９）　彼は 1521 年にローマ法王レオ十世から「信仰の擁護者」（'fidei defensor'）の称号を与えられた．
（10）　史実では，1524 年に出された，収入の中から平信徒には 6 分の 1，聖職者には 3 分の 1 を徴税する，
いわゆる "Amicable Grant"．cf. Peter Saccio, op. cit. p. 214
（11）　『ＮＨＫシェークスピア劇場　ヘンリー八世』　日本放送協会編集　NHK サービスセンター発行　




フォード・ワールド・クラシックス版の序でも指摘されている．cf. Introduction to The Oxford 
Shakespeare （Oxford World Classics） King Henry VIII, edited by Jay L. Halio, Oxford 












掲 TV 映画『背徳の王冠』シリーズや映画『ブーリン家の姉妹』（原題：The Other Boleyn Girl， 
ジャスティン・チャドウィック監督，アメリカ・イギリス合作，2008 年）参照．
（21）　cf. Introduction to The Arden Shakespeare （third series） King Henry VIII edited by Gordon 
McMullan, London, 2000, p. 130 ちなみに，ホリンシェッドの『年代記』では，彼女は，ただ「し
ばらく立派な椅子に座って休んだ」とあり，民衆にその美しさをさらしたという記述は見られない．
（22）　これは，原文では "Paris garden" となっており，16 世紀から 18 世紀にかけてロンドンにあった牛
攻めやクマいじめが開催された騒々しい大衆娯楽の地区のこと．
（23）　当時のロンドンでは見世物としてアメリカ・インディアン（アメリカ先住民）が民衆の好奇の目を
集 め て い た．cf. footnotes to Arden Shakespeare （third series） Henry VIII op. cit., and The 
Oxford Shakespeare （Oxford World Classics） King Henry VIII op. cit.
（24）　タワー・ヒル，ライムハウスともに当時のロンドンの危ない地区．cf. footnotes to The Oxford 
Shakespeare （Oxford World Classics） King Henry VIII ibid.
（25）　例えば，BBC 制作の TV シリーズ（1979）ではこの場はそっくりカットされている．
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（26）　ちなみに映画『ヘンリー八世の私生活』（原題：The Private Life of Henry VIII， アレクサンダー・
コルダ監督，イギリス，1933 年）は，アンの処刑に集まる群衆の歓声から始まる．
（27）　Arden Shakespeare （third series） Henry VIII op. cit. や The New Cambridge Shakespeare King 
Henry VIII op. cit. その他の序文内の「上演史」の項参照．







　尚，引用部分はアーデン版（Arden Shakespeare （third series）, 2000）を使用し，その日本
語訳は小田島雄志訳『シェイクスピア全集　Ⅶ』（白水社，1980 年）を参考にした．したがって，
引用部分の行の数え方に原文と訳文の間で一部齟齬が見られることになっている．
